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●プログラムの目的 

単なる語学留学ではなく、年間計画を持った協働学習プログラムで、事前・事後学習や

フィールドワークを通した課題解決型の学びから、国際的な視点をとりいれたまちづく

りの提言を目指す。政策学部の国際的アクティブラーニングプログラムとして正課を目

指す。 

  

 

●協働学習の概要 

ターゲットとなる地域（条件の似ている地域を選定：Altena、福知山、Duisburg、尼崎）

を共有し、事前学習を行う。2月から 3月の時期に日本に 2週間、ドイツに 10日、同じ

メンバーが滞在して、現地フィールドワークを行い、ワークショップを通してターゲッ

ト地区のまちづくりの提言を目指す。（使用言語はすべて英語） 

 

 

●ドルトムント工科大学参加学生: 13名（3回生、男性 5名、女性 8名)  21～26歳 

龍谷大学政策学部参加学生：9名（修士 1名、4年生 4名、3年生 2名、2年生 2名） 

 



スケジュール 

10～2月 

  初旬 

10月： キックオフ講義  “Shrinking cities in Germany”   

TU Dortmund  スタッフより 

     3回事前講義 英語＆基本概念、事例学習 

11月： 2回事前講義 英語＆基本概念、事例学習 

12月： 合宿 ターゲット地域のレジュメ作成 

     TU Dortmund メンバーとのビデオ会議 

     ターゲット地域訪問（福知山市） 

1月： 事前講義 英語＆ターゲット地域のレジュメ作成 

2月： 現地訪問（尼崎市）【現地視察】 

    2回事前講義  訪問先についての予習 

2月後半 龍谷大学に於いて協働学習(Joint planning studio) 

2/17 (月) ～ 2/27 (木) 

2/17(月)福知山訪問  18日～21日 ワークショップ、  

21日(金) 中間報告会 

2/24(月)尼崎訪問 25日～28日 ワークショップ  28日(木) 最終報告会 

5人程度のグループ（ドルトムント学生と龍大生の合同）でワークショップ 

3月 事前講義 訪問先についての予習 

ドルトムント工科大学に於いて協働学習(Joint planning studio) 

3/13 (木)【出発 3/12】 ～ 3/23 (日) 【帰国 3/24】 

3/13 (木) 空港出迎え～ホテル周辺散策 

3/14 (金）Welcome dinner 

3/15 (土)  ケルン訪問 

3/16 (日) ドルトムントフィールドワーク 

3/17（月）ワークショップ (including input lecture) 

3/18 (火) Altenaフィールドワーク(Mayor訪問) 

3/19 (水)  Duisburgフィールドワーク(Urban Planning Unit) 

3/20 (木) 21 (金）ワークショップ   龍大チームより Altenaのまちづくり提案 

3/22 (土) IBA Emscher Park 訪問、ふりかえり、Farewell-dinner 

4月～9月 事後学習として(予定) 

 Altenaへの提案レポート（英語） 

 ドルトムント工科大のレポートの日本語訳作成（夏休み） 

  ☆ 政策学会（政策学部ＦＤ研究会）での報告 

 ☆  グローカル人材育成ＰＪ前期成果報告会での報告（７月） 

 


